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　「 きて、 ( え ) から ( さかい ) まで いて たので、 ( は
ら ) がへった。人 を食いたいな。どの人 を食うとしようか」
　そんな物 ( っそう ) な がきこえてきました。
　まさか、 ( すみよし ) さんの祭礼（さいれい）に人食い がまぎ
れこんでいたとは 。
　しかし、か とに まれた に が を ( こ ) らすと、
　 ( かわらばん ) というよみものを いている （ちょっ

）でした。
　「ああよかった、お にでてくる人食い のこころの だったのか」
と は っとしました。

　「どの人 がうまそうかな。 の うが食べ たえがありそうだな。
よし、あの を食ってやろう」
　すっかり人食い になりきっている （ちょっ ）は、

( ひなわじ う ) をかまえました。
　あの とは、 ど （ちょっ ）を いこしていったつる
つるさんです。
　つるつるさん伝 （でんせつ）の ( きき ) です。 とかしなくて
は 。
　あせった は、「こうなったらしかたがない」と ( かく ) を
めました。

　 ちゃん。
（ちょっ ）の の上に、 （なまあたた）かくてやわら

かい かが ちました。
　「わ、なんやなんや。うっわ 。 の ( ん ) や 」
　 の とし物で （ちょっ ）は ( んじつ ) に きも
どされました。
　
　こうして、つるつるさんとつるつるさん伝 ( でんせつ ) は 事 ( じ )

られたのでした。





　「どんな着物がええやろか」
　祭礼（さいれい）を見物しながら思い悩 ( なや ) んでいるのは、近く
の反物屋 ( たんものや ) ではたらいているお育です。
　お育の考える絵柄 ( えがら ) は、お店でもたいそうな評判 ( ひょうばん )
でした。
　通り過 ( す ) ぎる行列を熱心なまなざしでみつめているのは、仕事の
ためでしょうか。
　いいえ、別な理由があるのです。
　お祭りにきていく着物を反物屋 ( たんものや ) のおかみさんに借りた
とき、お育は、おかみさんにこういわれたのです。
　「お優美 ( ゆみ ) ちゃんにきれいなおべべこしらえたり。反物代（たん
ものだい）と仕立代 ( したてだい）は、うちからのお祝いや」

　お育の娘 ( むすめ ) のお優美 ( ゆみ ) は、
１０才になったばかり。
　お育が反物屋 ( たんものや ) へ
はたらきにでているあいだ、
食事をつくったり、そうじをしたり、
妹や弟の面倒 ( めんどう ) をみたり、
はたらき者でこころやさしい女の子です。

　「あの色は好きやけど、子どもには派手 ( はで ) やなあ」
　「あの柄 ( がら ) は、お優美 ( ゆみ ) にはにあわんかなあ」
　いつもはどんどん絵柄 ( えがら ) が思いつくというのに、なかなか考
えがまとまりません。

　お優美 ( ゆみ ) は、絵を描 ( えが ) くのが大好きです。
　「どうやったら、お母さんみたいにかけるようになるん？」とお優美 ( ゆ
み ) にきかれると、
　「毎日かいていたら、どんどん上手（じょうず）になるんや」とお育
はこたえます。
そういえば、とお育は思いだしました。
　「私も大きくなったら、おべべの絵柄 ( えがら ) 考える人になりたい」
とお優美 ( ゆみ ) が言ったことがあったのです。
　「そうや。お優美 ( ゆみ ) にかかせたろ」
　お育は、早くお優美 ( ゆみ ) に伝えたくて、急ぎ足で家へむかいました。
　おかみさんに借りた上等 ( じょうとう ) な着物のすそがはだけないよ
うに気をつけながら。














